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海浜公園池(汽水湖)の水質浄化 

（2）24時間連続モニタリングによる水質改善前後における水質変動特性の解析 
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１．目的 

蓮沼海浜公園ボート池(千葉県山武市)は流入と流出の少ない閉鎖性の
汽水池である。毎年，アオコが異常増殖し、景観の悪化やレクリエーシ

ョン機能の低下，悪臭の発生が問題となっている。本研究では 24時間
連続モニタリング調査により，水質(底質)改善工事後の水質変動特性を
明らかにすることを目的として検討を行った。 
 
２．方法 
２.１ 調査期間 

2009年度の5月(春季)，8月(夏季)，11月(秋季)，2月(冬季)の計 4
回の実施を計画している。 
２.２ 現場調査 
蓮沼海浜公園内ボート池において、調査開始から 24時間、正時に
計 25回採水を実施した。上層は毎時間，中層・下層は3時間ごとに
採水した。午前 4時～7時にかけては日の出により池内の変化が著し
くなるため、毎時間全層を採水した。 
現場では観測項目として、気温，水温，pH，DO，透視度，照度，
天候，水深、風向を測定した。水温，pH，DOは毎時間に上，中，下
層について測定した。 
２.３ 分析 

 分析項目はCOD，Chl.a濃度，塩化物イオン濃度，栄養塩濃度(T-N，
NH４-N，N O2-N，NO3-N，T-P，PO4-P)を測定した。 
 
３．結果と考察 
３.１ 水質改善工事による日周変化への影響 
 季節によって変動の大きさに差はあるものの、ほぼすべてのパラメ

ータにおいて日周変化がみられた。 
また、今年度5月だけは、他の月とは違いChl.aにおいてDOと同
じような経時変化がみられた。これは、水質改善工事により植物プラ

ンクトンの減少と貧栄養状態になったことによるものと考えられる。

しかし、昼間は上層の値が高く，夜間は下層の値が高いといった傾向

がみられなかった。これは水質改善工事により透視度が高くなり、全

層が有光層になったことと、水深が他の湖沼と異なり、非常に浅いこ

とが原因だと考えられる。 

３.２ 雨による日周変化への影響 
pHに関しては強風や雨が降っていない時間帯では、前年度と同様
に、昼間に上昇し夜間に低下するといった傾向がみられた。これは風

による底泥の巻き上げや雨によるpHの低下が原因と考えられる。雨
による影響は pHの一時的な低下を起こすものの、雨が止んだ 1時間
後にはもとに戻るといった傾向がみられた。これは植物プランクトン

や動物プランクトンなどといった生物の活動が原因だと考えられる。ま

た、雨による他の水質パラメータに対する影響として考えられるものと

してDOの上昇や水温の低下が挙げられる。 
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図４ pHの経時変化(2008年度) 

図３ pHの経時変化(2009年度) 

図２ DOとChl.aの経時変化(5月) 

図１ 蓮沼海浜公園のボート池 
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図７ NO3-Nの経時変化 

 

３.３ 植物プランクトンによる窒素の日周変化 

 2008年度の 4月と 2009年度の 5月において、NH4-Nに関して夜
になるにつれて減少し、朝になるにつれてまた増加するといった日周

性がみられた。この理由として、植物プランクトンの優占種の違いが

考えられる。日周性がみられなかった2008年度 7月，9月，11月，2
月と 2009年度の8月の優占種はAnabaena spiroidesであり、日周性
がみられた2008年度8月と2009年度11月はChlorella sp.であった。
このことから、Chlorella sp.がAnabaena spiroidesと異なり、アンモ
ニア吸収率が高いと考えられることにより日周性がみられた、もしく

はAnabaena spiroidesの空中窒素固定によりAnabaena spiroidesが
優占種の時は日周性がみられなかったと考えられる。 
 また、同じ窒素態栄養塩であるNO2-NとNO3-Nに関しては日周性
がみられなかった。この理由として、空中窒素固定が行われているこ

とが 1 つの原因と考えられる。すなわち、空中窒素固定(Anabaena 
spiroides)により、窒素が水中に常に供給されているためである。また、
硝化作用も 1つの原因と考えられる。これは NO2-Nは不安定な物質
であり、NO3-N にすぐ酸化されること、また植物プランクトンが
NO3-NとNH4-Nを優先的に摂取するため日周性がみられないことに
よる。 
 また窒素態栄養塩を含む T-Nに関してもNH4-Nのような日周性が
みられなかった。これに関しては T-Nの大半が有機態窒素、つまりプ
ランクトン由来の窒素であり、植物プランクトンの個体数、Chl.a に
おいて日周性がみられない(植物プランクトンの過飽和に起因)ため、
日周性がみられなかったと考えられる。 
３.４ 植物プラクトンの光合成 

 植物プランクトンの光合成による水温－DOの相関が前年度と同様に高く、ほとんどがＲ＞0.7であった。これ
は、植物プランクトンが水質(底質)改善工事で減少したことによる影響はうけなかったと考えられる。また、pH
－DOの相関に関しては、前述で述べたように pHが雨の影響を受けるため、前年度よりも相関がみられなかっ
たと考えられる。 
 

４．まとめ 

(1)蓮沼の水質改善工事による、栄養塩濃度の低下と植物プランクトンの減少により、2009年度 5月のみChl.a(植
物プランクトン)において日周性がみられた。 

(2)蓮沼海浜公園ボート池の水質に対する雨の影響は、風と雨の影響を受けやすい浅い池においても、DOと pH
の一時的な上昇であり、雨が止んだ 1時間後にはもとのレベルに収束した。 

(3) NH4-Nに関しては、Anabaena spiroidesが優占種の時は日周性がみられなかったが、Chlorella sp.が優占種 
の時は日周性がみられた。 

(4)NO2-NとNO3-Nに関してはNH4-Nとは異なり、植物プランクトンや硝化作用などの理由により、日周性が
みられなかったものと考えられる。 

(5)T-Nの大部分が有機態窒素であるため、Chl.aと同様にT-Nの日周性がみられなかったものと考えられる。 
(6)植物プランクトンの光合成に大きく関与する水温，pH，DOの相関において、雨の影響をうけたpHの相関の
み 2008年度よりも低い相関を示した。 
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